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風力計
「
思
い
出
の
居
酒
屋
」

　

高
校
同
期
の
悪
ガ
キ
5
人
で
株
式
会
社

４
２
（
フ
ォ
ー
テ
ィ
ー
ツ
ゥ
）
を
設
立
し
ま
し

た
。厄
払
い
の
会
社
で
す
。声
の
大
き
い
私
が

社
長
で
す
。全
員
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー
で
や
ら

れ
た
連
中
で
、ど
う
せ
や
ら
れ
る
な
ら
地
元
の

為
に
、
若
者
の
為
に
、
お
も
し
ろ
い
事
を
や
ろ

う
と
作
っ
た
会
社
で
す
。最
初
は
Ｊ
Ｒ
小
倉
駅

前
の
ラ
フ
ォ
ー
レ
原
宿
小
倉
に
コ
ン
ド
ー
ム

シ
ョ
ッ
プ
を
つ
く
り
ま
し
た
。知
人
の
館
長
に

「
君
は
薬
剤
師
だ
ろ
う
、
エ
イ
ズ
撲
滅
に
立
ち

上
が
れ
！
」（
神
戸
事
件
発
生
）な
ん
て
そ
の
気

に
さ
せ
ら
れ
て
東
京
原
宿
駅
前
の「
コ
ン
ド
ー

ム
シ
ョ
ッ
プ
」に
見
学
に
行
き
、
三
店
舗
開
店

し
ま
し
た
。某
新
聞
に「
お
じ
さ
ん
頑
張
る
」な

ん
て
写
真
入
り
で
大
々
的
に
書
か
れ
、後
の
電

話
対
応
が
大
変
で
し
た
。し
か
し
当
初
の
目
的

と
違
う
や
ろ
う
と
云
う
事
で
、若
者
が
楽
し
く

集
う
場
所
、居
酒
屋
に
た
ど
り
つ
き
ま
し
た
。

酒
メ
ー
カ
ー
の
社
員
を
引
き
抜
き「
や
っ
て
み

な
は
れ
」
で
店
舗
を
広
げ
て
行
き
ま
し
た
。

最
初
の
店
は
東
京
の
繁
盛
店
を
そ
の
ま
ま
パ

ク
リ
「
北
九
州
に
も
こ
ん
な
い
い
女
が
居
た

の
か
」
と
思
う
程
美
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。美

人
が
来
れ
ば
男
は
寄
っ
て
来
る
。飲
食
店
の
基

本
で
す
。各
店
舗
と
も
個
性
と
テ
ー
マ
を
も
た

せ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
確
認
、
商
品
構
成
、
そ
れ
に

伴
う
仕
入
れ
や
在
庫
の
確
認
、サ
ー
ビ
ス
の
提

供
方
法
等
あ
っ
と
い
う
間
の
楽
し
い
二
十
二

年
で
し
た
。そ
の
間
、
年
二
回
の
グ
ラ
ン
ド
メ

ニ
ュ
ー
、
三
ヶ
月
に
一
回
の
部
分
メ
ニ
ュ
ー
、

月
一
回
の
付
き
出
し
の
見
直
し
等
、数
軒
の
試

食
会（
平
均
三
回
目
で
Ｏ
Ｋ
）、当
然
メ
タ
ボ
に

な
り
最
後
の
店
舗
を
従
業
員
に
譲
っ
て
か
ら

二
年
経
ち
10
㎏
落
ち
ま
し
た
。居
酒
屋
経
営
は

商
売
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
王
様
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。

日本薬剤師連盟
常任総務  小野 春夫

　
平
成
27
年
8
月
8
日
（
土
）・
9
日
（
日
）

の
2
日
間
、
全
国
か
ら
若
手
薬
剤
師
93
名
が
千

葉
県
・
ク
ロ
ス
ウ
エ
ー
ブ
船
橋
に
集
結
し
、
薬

剤
師
が
積
極
的
に
連
盟
活
動
に
参
加
す
る
体
制

を
構
築
す
る
こ
と
を
目
標
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
し
た
。

　
初
日
は
高
橋
総
務
の
司
会
進
行
の
下
、
開

会
挨
拶
で
山
本
会
長
は
「
自
分
達
の
代
表
を

選
ぶ
こ
と
は
、
自
分
達
が
良
け
れ
ば
良
い
の

で
は
な
く
、
全
国
の
薬
剤
師
の
た
め
に
、
自

ら
の
将
来
を
選
ぶ
こ
と
。
我
々
の
職
能
は
何

が
で
き
る
か
、
ど
う
変
わ
れ
る
の
か
。
直
面

し
て
い
る
こ
と
は
将
来
に
向
け
て
政
治
を
動

か
す
こ
と
。
政
治
が
法
律
を
作
る
こ
と
等
を

踏
ま
え
、
現
場
か
ら
国
会
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
る
こ
と
が
、
薬
剤
師
の
将
来
を
決
め
る
。

そ
の
た
め
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
る
こ
と
を
自

覚
し
、
2
日
間
を
過
ご
し
全
国
へ
知
ら
せ
て

戴
き
た
い
。」
と
述
べ
た
。
続
い
て
、
来
賓
と

し
て
出
席
さ
れ
た
松
本
純
衆
議
院
議
員
は
挨

拶
で
「
今
の
制
度
で
薬
剤
師
が
生
き
て
い
け

る
の
か
、
将
来
に
わ
た
り
国
民
か
ら
の
信
頼

を
得
て
、
社
会
的
な
地
位
を
高
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
夢
を
叶
え
る
た
め
に
は
政
治
が

必
要
。
皆
さ
ん
の
思
い
が
形
に
な
る
よ
う
に

全
国
28
万
の
薬
剤
師
の
力
を
結
集
し
て
ほ
し

い
。」
と
述
べ
ら
れ
た
。
引
き
続
い
て
、
と
か

し
き
な
お
み
衆
議
院
議
員
は
挨
拶
で
「
薬
剤

師
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
、
薬
剤
師
は

真
面
目
に
働
い
て
い
る
が
国
民
に
は
伝
わ
っ

て
い
な
い
。
薬
剤
師
は
必
要
、
い
な
い
と
困

る
存
在
に
な
り
き
れ
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
。

来
年
の
選
挙
は
薬
剤
師
の
心
意
気
が
問
わ
れ

て
い
る
選
挙
。
国
民
に
薬
剤
師
が
も
っ
と
役

立
つ
存
在
に
な
る
た
め
に
も
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。」
と
述
べ
ら
れ
た
。

　
そ
の
後
、
集
合
写
真
の
撮
影
、
大
澤
常
任

総
務
か
ら
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
の
趣
旨
説
明

が
あ
っ
た
後
、
岩
本
幹
事
長
か
ら
「
公
職
選

挙
法
と
後
援
会
活
動
」
を
テ
ー
マ
に
、
参
議

院
選
挙
に
向
け
て
や
る
べ
き
こ
と
や
注
意
事

項
等
に
つ
い
て
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。
引

き
続
き
石
井
常
任
総
務
か
ら
は
「
薬
剤
師
業

務
と
政
治
〜
藤
井
議
員
の
活
動
の
軌
跡
〜
」

を
テ
ー
マ
に
薬
剤
師
に
と
っ
て
の
政
治
力
の

必
要
性
と
藤
井
も
と
ゆ
き
先
生
の
知
ら
れ
ざ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に

話
し
、
参
加
者
へ
藤
井
先
生
へ
の
親
近
感
が

増
す
よ
う
な
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
基
調
講
演
後
は
、
参
加
者
を
、
青
年
部
が

す
で
に
動
い
て
い
る
と
こ
ろ
、
動
き
始
め
た

と
こ
ろ
等
で
8
班
に
分
け
て
S
G
D
を
行
っ

た
。
内
容
は
、
青
年
部
の
組
織
が
で
き
て
い

る
と
こ
ろ
の
事
例
や
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ

の
状
況
や
原
因
な
ど
を
共
有
し
、
①
日
本
薬

剤
師
連
盟
の
意
義
と
役
割
に
つ
い
て
、
②
政

治
力
の
必
要
性
と
、
③
18
歳
選
挙
権
対
策
に

つ
い
て
等
、
7
項
目
を
基
に
討
論
を
行
っ
た
。

　
そ
の
後
、
夕
食
懇
談
会
に
入
り
、
吉
川
企

画
実
行
委
員
の
司
会
で
、
生
出
副
会
長
の
開

会
挨
拶
、
千
葉
県
薬
剤
師
連
盟
・
石
野
会
長
の

乾
杯
で
始
ま
り
、
東
京
都
薬
連
盟
・
高
知
県
薬

連
盟
よ
り
活
動
の
紹
介
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

鳥
取
県
薬
連
盟
の
活
動
と
薬や

く
ん
ち
ゅ人

に
よ
る
ハ
ナ

ミ
ズ
キ
の
替
え
歌
と
踊
り
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
披
露
さ
れ
、
和
気
藹
々
の
う
ち
に
終
了
、

引
き
続
き
溝
渕
企
画
実
行
委
員
の
司
会
で
ナ

イ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
、
岩
本
幹
事
長

の
挨
拶
後
、
講
演
・
S
G
D
で
感
じ
た
こ
と
、

自
県
で
や
っ
て
行
く
こ
と
な
ど
を
各
都
道
府

県
参
加
者
が
1
分
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
て
初
日

が
終
了
し
た
。

　
2
日
目
は
、
安
東
副
幹
事
長
の
開
会
挨
拶

後
、
手
塚
副
幹
事
長
か
ら
「
全
国
女
性
薬
剤
師

の
集
い
2
0
1
5
を
終
え
て
」
と
題
し
て
の

朝
の
講
話
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
尾
島
副
会

長
が
座
長
と
な
り
、
自
由
民
主
党
ふ
く
だ
峰

之
衆
議
院
議
員
か
ら
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
た
政
治
活
動
並
び
に
選
挙
活
動
」
を

テ
ー
マ
に
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。
講
演
内

容
は
、
ネ
ッ
ト
の
活
用
で
あ
る
が
L
I
N
E

や
F
a
c
e
b
o
o
k
等
を
活
用
し
な
が
ら
、

ど
の
範
囲
ま
で
許
さ
れ
る
か
な
ど
に
つ
い
て

分
か
り
や
す
く
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
講
演

で
、
こ
れ
か
ら
の
選
挙
対
策
に
大
い
に
役
立

つ
も
の
で
あ
っ
た
。
引
続
き
、
藤
井
も
と
ゆ

き
参
議
院
議
員
が
公
務
出
張
先
の
イ
ン
ド
か

ら
早
朝
に
帰
国
、
そ
の
ま
ま
会
場
入
り
し
て

「
国
政
報
告
」
の
基
調
講
演
を
さ
れ
、
気
合
の

入
っ
た
講
演
に
会
場
の
士
気
が
上
が
っ
た
。

　
講
演
後
、「
新
し
い
時
代
の
後
援
会
活
動
、

選
挙
活
動
」「
青
年
部
と
し
て
の
選
挙
活
動
の

確
立
」
等
を
テ
ー
マ
に
S
G
D
を
行
い
、
各

グ
ル
ー
プ
の
代
表
か
ら
発
表
が
あ
っ
た
。

　
最
後
に
荻
野
副
会
長
か
ら
2
日
間
の
総
括

並
び
に
閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
、
根
本
（
陽
）

総
務
の
音
頭
で
ガ
ン
バ
ル
ゾ
コ
ー
ル
を
行
い

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
終
了
し
た
。

（
内
容
・
感
想
に
つ
い
て
は
2
面
参
照
）

～
青
年
部
が
変
え
る
こ
の
一
年
～
60
万
の
仲
間
作
り
～

「
全
国
薬
剤
師
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
5
」が
開
催
さ
れ
た



2平成27年（2015年）9月20日発行 vol.41  日 薬 連 盟 だ よ り

●北海道ブロック　東洋輝武
　北海道はご存じの通り広大である。まずはフォー
ラムを支部単位で開催してみてはどうか。細分化す
ることにより新たな参加者が増え意識改革の拡大に
繋がる。また、選挙に行く！というところから始め
る必要もあるのではないか。一人ひとりの票の積み
重ねが確実な当選への近道だろう。
　今回このフォーラムで得たものを地元に持ち帰
り、私自身、微力ではあるが北海道薬剤師連盟を筆頭
に札幌から精一杯頑張っていきたいと思う。

●東京ブロック　今度有史
　今まさに薬剤師にとって大変な時代が訪れるな
かで、全国にはこれだけたくさんの熱い思いを持っ
た人たちがいるのかとその熱を感じることができ
ました。同時に地域によって抱える問題や世代に
よって違う政治への意識など、解決すべき課題も多
く見つかったかと思います。そんな中で、今回の
テーマが60万人の仲間づくりとありましたが、そ
うした問題も今後はここで知り合った仲間と共に、
SNS等を利用して連携を取りながら、最終的には裾
野である個々の薬剤師、そしてその関係者にまで声
が届くように活動を行っていかなければならない
と感じました。この厳しい状況をピンチとは捉え
ず、逆に政治に対する意識を持ってもらえるチャン
スとなるように各支部へのさらなる仲間づくりが
必要かと思います。

●東北ブロック　武田雄高
　身近な生活の中に、政治によって改善された事例
や不便を生じている事柄を多々見つけることができ
る。危険ドラッグ規制、学校薬剤師報酬の適正化、育
児・教育問題など身近な条例レベルでの環境改善も
政治家の力であることを知ってもらい、政治への関
心をもってもらう契機を作りたい。
　FacebookなどのSNSを活用したネット後援会活
動、選挙活動に対応すべくルールを学び、若手ならで
はの発信力を活かす。「友達になる」だけでなく通常
時からの更新・情報共有が大切であり、これを選挙活
動の際に大きな力を生む原動力にすべき。こうして
築かれたネットワークが地方選挙戦の際に大きな票
獲得に繋がり、議員に対して薬剤師の存在をPRでき
た実例も紹介された。選挙前だけのネット活用では
十分な意味をなさない。

●中国ブロック　山田島智治
　今回の参加者の多くは、各地で若手の中心となっ
ているような人物だった。僕より先を行く仲間を見
つけた。いや、今までのフォーラムで出会った仲間
の存在を思い出せた。同じ課題に向けて、苦労を重
ね、何とか行動する仲間がいる。苦手なこと、不得意
なことは仲間を頼ってもいい。きっとヒントをくれ
る。それが再確認できた。
　準備は万端だ。あとは行動に
移そう。まずは来年1月の中国
フォーラムを成功させる。そこ
でさらに仲間を増やそう。目と
目で、手と手で、心と心で繋がる
仲間を作ろう。そして、夏には今
までで一番美味しいプレモルを
飲もう。

●九州ブロック　小田真稔
　薬剤師、正確には薬剤師会会員が政治への関心が
薄いのはなぜだろうか。今回、改めて見つめ直した
ことである。日本は民主主義国家であり、どこかの
ような絶対君主制の国ではない。私たちは、幼少の
頃からそのような政治原理の中で生活してきたはず
である。例えば、生徒総会でお気に入りの生徒会長
候補を応援し、多数決によって決めると言ったよう
な。AKB総選挙も然り、数の論理そのものである。
であるのに何故、多様な利害関係や価値観の対立を
解決する仕組みである政治から目を背けているので
あろうか。日本社会の仕組みのひとつとして、薬剤
師という職能・薬局という機能があると捉え、平時よ
り政治や経済に関わる必要がある。そして、政治は
数であり数は力である。5年後10年後を見据えた行
動をしたい。

●四国ブロック　岩下佳代
　今後の活動として、必要なのは一言でいえば「つな
がり」である。
　各県の活動には、ばらつきがあり、県においても支
部においても、連携がうまくいっていない例が散見
される。
　各県においては、選挙時のみではなく、普段から各
支部・研修会等で「政治と薬剤師のつながり」を伝え
ていく必要がある。また、薬剤師の認知度をあげる
ことも重要で、地元議員や行政との「つながり」をも
ち、薬剤師の存在をアピールすべきである。
　また、SNSを活用したネット選挙活動・政治活動
も、若手薬剤師の参画において効果的であり、まず
SNSについて知った上で、Facebook・LINEなどを
活用すべきであることと、SNS上においても定期的
な更新・情報共有など普段からの「つながり」が重要
である。

●北陸信越ブロック　水上弘樹
　連盟活動の差を縮める為に、FacebookやLINE
等のSNSで情報共有をして、足並みをそろえていく
必要がある。また、活動出来ている県では、どのよう
な活動をしているかを情報公開し、活動出来ていな
い県が参考にしていく。そして、出来ていない県で
は、まずは、支部や地域で小さいユニットから作って
いき、ユニット毎で結びつきを強め、全国規模まで広
げていく。その際には、政治力の必要性を理解して
もらう為に、「明るい未来」や「厳しい現実」を伝え、政
治にもっと興味を持ってもらう為に、若手フォーラ
ムでは模擬選挙の実施も検討していく。
　政治力＝広報力と考え、SNSの有効活用と、動い
た分だけ反映される若手のフットワークの軽さが必
要だ。

●近畿ブロック　中本政容
　会う回数が多ければ、その分、我々の意図や想いを
伝えられる。また無理も聞いてもらえる仲になる。
小さいが、そんな目標をもって、支援の輪を広げてい
くことを目標とする。
　Facebookを中心に、今回のグループやブロック
のメンバーとのつながりを作り、密に顔を合わせ
るようにする。具体的には、学術大会やブロック
フォーラムなど様々な機会をメンバーに提供するこ
とで、多くの学びと気づきに出会ってもらい、未来の
薬剤師像を語り合える仲間の創造を目指す。さら
に、必ず日本薬剤師連盟の映像を見てもらうことで
薬剤師と政治のあり方について、多くの仲間に想い
を伝えていく。
　その事により、一人でも多くの方々に薬剤師職能
の重要性と、それを継続するための国会議員の必要
性を周知させていく。

●東海ブロック　池畑純一
　グループ発表でも報告しているところと重なり
ますが、小さい単位でもいいのでFacebookなどの
グループを作り、情報共有と情報発信をしていきま
す。一緒の班になった仲間とすでにグループを作
り、モチベーションと情報の共有を始めています。
　参加した一人一人がブロックでリーダーになり、
地域で積極的に活動している人に呼びかけて情報を
共有し、選挙に対する意識の高くない人達への呼び
かけ、掘り起しをしていきます。
支部単位でフォーラムを開催す
ることもしていきます。また掘
り起こした人たちの周りの人に
も協力を求めて、1票でも多く獲
得する活動を早いスピードでし
ていきます。

日本薬剤師連盟　青年部より抜粋

今後の活動に向けて

1班

5班

2班

6班

3班

7班

4班

8班

全国薬剤師
フォーラム2015
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〈都道府県薬剤師連盟主催〉 若手フォーラム開催報告

富山・石川・福井
北陸三県若手薬剤師指導者育成フォーラム（9月5・6日）

東京都 　 東京ワンピース（7月12日）岐阜県・静岡県・愛知県・三重県
東海薬剤師フォーラム（8月2日）

和歌山県
若手薬剤師スキルアップセミナー（9月5・6日）

『
患
者
さ
ん
か
ら
感
謝
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
②
』

マイ
オピニオン

政府は、厚生労働省は、日本薬
剤師会は、私たち現場の話を
聞いて決めたのか！？
聞かせて下さい！
あなたの意見・見解！

本音でtalk

言
わせて！

ここで

「
患
者
さ
ん
か
ら
助
け
ら
れ
」

　
当
薬
局
は
本
店
が
開
局
し
て
50
数
年
を
経

過
し
た
薬
局
の
支
店
15
年
目
の
薬
局
で
す
。
15

年
間
で
は
患
者
さ
ん
か
ら
の
感
謝
・
指
導
・
ク

レ
ー
ム
等
多
く
の
事
が
あ
り
、
常
に
本
店
と

相
談
し
そ
の
処
理
に
対
応
し
て
参
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
一
番
印
象
に
残
り
、
あ
り
が
た
か
っ

た
事
を
述
べ
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。
そ
の
日
は
多

く
の
患
者
さ
ん
が
来
局
さ
れ
、
順
番
に
処
方

薬
を
投
薬
し
て
い
た
時
、
い
つ
も
の
如
く
接

遇
に
気
を
付
け
て
い
る
つ
も
り
で
、
一
人
の

患
者
さ
ん
に
投
薬
し
た
と
き
患
者
さ
ん
が
「
あ

な
た
の
声
は
大
き
く
、
に
や
け
た
顔
が
気
に
い

ら
な
い
、
ニ
コ
ニ
コ
し
な
い
で
投
薬
し
な
い

か
」
と
の
お
叱
り
が
あ
り
、
私
に
と
っ
て
は
失

礼
に
な
ら
な
い
つ
も
り
で
接
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
叱
り
に
は
ど
う
対
処
し
て
よ
い
の

か
苦
慮
し
て
い
た
時
、
そ
の
患
者
さ
ん
の
後

方
に
座
っ
て
い
た
患
者
さ
ん
（
お
年
寄
り
の

婦
人
）
が
困
り
果
て
た
自
分
を
見
て
一
言
「
私

が
こ
の
薬
局
に
く
る
理
由
は
こ
こ
の
薬
剤
師

さ
ん
が
何
時
も
ハ
キ
ハ
キ
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い

る
の
で
癒
さ
れ
る
し
病
気
の
半
分
は
こ
こ
で

治
っ
て
い
る
と
感
じ
、
感
謝
し
て
い
る
の
よ
」

と
の
言
葉
で
叱
っ
て
い
た
患
者
さ
ん
は
そ
れ

以
上
言
葉
も
な
く
帰
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
助

け
て
戴
い
た
患
者
さ
ん
に
お
礼
を
言
う
と
「
私

は
本
当
の
こ
と
を
言
っ
た
ま
で
、
い
つ
も
あ

な
た
た
ち
に
感
謝
を
し
て
い
る
の
よ
、
こ
れ

か
ら
も
よ
ろ
し
く
ね
。」
と
言
わ
れ
自
分
が
投

薬
時
に
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
が
患
者
さ
ん

に
伝
わ
り
信
頼
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

（
大
分
県
　
開
局
　
S
・
A
さ
ん
）

「
死
ね
る
薬
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」

　
い
つ
も
の
よ
う
に
電
話
が
鳴
っ
た
。
受
話

器
を
取
り
上
げ
る
と
、
憔
悴
し
き
っ
た
、
か

細
い
声
で
、
突
然
「
死
ね
る
薬
あ
り
ま
せ
ん

か
？
」
と
問
わ
れ
た
。
そ
の
言
葉
は
、
私
の

常
識
に
は
無
い
問
い
で
し
た
。
一
瞬
、
空
洞

化
し
た
頭
に
は
、
思
い
浮
か
ぶ
言
葉
が
あ
り

ま
せ
ん
。「
悩
み
事
が
あ
る
の
ね
、
今
ど
う
し

て
い
る
の
？
」
と
言
う
の
が
や
っ
と
で
し
た
。

「
一
人
な
の
？
近
く
に
お
住
ま
い
な
の
？
」
と

聞
い
て
も
涙
声
で
何
を
話
し
て
い
る
か
理
解

で
き
な
い
。「
近
く
な
ら
私
の
所
に
来
な
い
？
」

「
・
・
・
行
っ
て
も
良
い
ん
で
す
か
？
」「
是
非
い

ら
っ
し
ゃ
い
！
」
と
話
し
、
電
話
を
切
っ
た
。

三
十
分
も
し
た
頃
だ
ろ
う
か
？
入
り
口
の
ド

ア
が
開
い
た
。“
バ
タ
ン
!!
”
若
い
女
性
が
入

り
口
で
倒
れ
た
。
口
に
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
あ
て

が
っ
て
い
た
。
職
員
一
同
、
何
が
あ
っ
た
ん

だ
と
総
立
ち
に
な
っ
た
。
掛
け
寄
り
、
肩
に

腕
を
あ
て
が
い「
怪
我
は
無
い
？
」
と
起
こ
し
、

椅
子
に
座
ら
せ
た
。
顔
は
青
白
く
、
目
は
う
つ

ろ
で
表
情
は
無
い
。
職
員
に
仕
事
を
任
せ
「
事

務
所
で
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
！
」
と
二
人
き
り

に
な
っ
た
。「
そ
の
ビ
ニ
ー
ル
は
？
」「
過
換

気
症
候
群
の
発
作
が
起
こ
っ
た
ら
口
に
あ
て

が
う
よ
う
に
医
師
か
ら
言
わ
れ
ま
し
た
。」「
そ

う
」「
少
し
は
落
ち
着
い
て
お
話
し
で
き
る
？
」

事
の
経
緯
は
、
奥
さ
ん
が
い
る
彼
と
の
不
倫
の

結
果
、
彼
は
秋
田
に
左
遷
。
そ
れ
を
追
い
か
け

て
秋
田
で
同
棲
。
し
か
し
、
身
寄
り
や
友
人
も

無
く
、
彼
が
出
掛
け
て
し
ま
え
ば
一
人
き
り
。

行
く
末
は
ど
う
な
る
か
と
不
安
は
募
る
ば
か

り
だ
と
い
う
。
話
を
聞
く
う
ち
に
、
私
に
は

助
け
ら
れ
な
い
と
判
断
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

思
い
つ
い
た
の
が
京
都
東
本
願
寺
で
3
年
間

教
導
を
し
て
い
た
知
人
の
住
職
。
す
ぐ
さ
ま

電
話
を
し
て
面
会
を
求
め
ま
し
た
。
快
諾
を

得
て
寺
へ
。
約
2
時
間
、
住
職
は
う
な
ず
き
、

一
切
の
意
見
や
反
論
は
せ
ず
、
問
い
か
け
、
彼

女
に
同
意
し
、
聞
き
出
せ
る
だ
け
の
話
を
引
き

出
し
、
彼
女
が
望
む
方
向
を
探
っ
て
い
ま
し

た
。「
お
父
さ
ん
に
会
い
た
い
！
」
と
小
声
で

呟
き
ま
し
た
。
す
か
さ
ず
「
会
お
う
よ
」
と

は
っ
き
り
と
し
た
口
調
で

住
職
は
諭
し
ま
す
。
そ
の

場
で
、
家
に
電
話
を
掛
け

さ
せ
て
帰
る
こ
と
を
伝
え

さ
せ
ま
し
た
。
父
親
は
羽

田
空
港
ま
で
迎
え
に
行
く

と
話
し
た
そ
う
で
す
。
す

ぐ
さ
ま
、
彼
女
の
ア
パ
ー

ト
へ
。
十
分
ほ
ど
で
大
き

な
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
ク
一

つ
を
抱
え
て
き
た
彼
女
を

乗
せ
て
秋
田
空
港
へ
。「
お

父
さ
ん
に
、
甘
え
な
さ

い
！
」
と
彼
女
を
見
送
り

ま
し
た
。

　
数
日
後
、
菓
子
折
と
礼

状
が
届
き
ま
し
た
。『
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。』
と
書
か
れ
た
文
字

に
『
娘
と
再
会
で
き
る
事

は
あ
り
得
な
い
こ
と
』
と

い
う
父
親
の
愛
情
を
感
じ
ま
し
た
。『
人
の
苦

し
み
よ
り
も
自
分
の
小
指
に
刺
さ
っ
た
小
さ

な
ト
ゲ
の
方
が
痛
い
』
の
が
人
の
本
性
で
す
。

私
に
、
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
い
続
け
て
い
く
力

が
あ
る
の
か
？
こ
の
こ
と
を
思
い
出
す
た
び

に
自
問
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
問
い
を
与

え
て
く
れ
た
経
験
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ

れ
か
ら
二
十
年
は
経
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
今
、

ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
て
い
る
も
の
か
？
一
瞬

の
出
会
い
が
、
医
療
人
と
し
て
人
と
向
か
い

合
う
姿
勢
を
教
え
て
く
れ
た
出
来
事
で
し
た
。

（
秋
田
県
　
開
局
　
M
・
T
さ
ん
）

「
か
か
り
つ
け
薬
局
」の
姿

　
大
学
を
卒
業
し
て
1
年
後
、
父
の
急
死
の
為

家
業
を
継
ぎ
「
街
の
薬
屋
さ
ん
」
と
し
て
営

業
し
て
約
40
年
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど
調
剤
ば

か
り
で
す
。
当
時
は
O
T
C
、
化
粧
品
、
雑

貨
と
白
衣
も
身
に
着
け
ず
夜
中
に
電
話
が
あ

り
「
お
腹
が
痛
い
の
で
浣
腸
を
買
い
に
行
き

ま
す
」「
ミ
ル
ク
を
売
っ
て
く
だ
さ
い
」
今
で

い
う
24
時
間
体
制
で
し
た
。

　
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
が
増
え
一
時
は
経
営
困

難
に
な
り
ま
し
た
。
近
所
に
は
ク
リ
ニ
ッ
ク

も
な
く
、
病
院
も
な
く
、
さ
あ
ど
う
し
よ
う
？

お
店
の
改
装
に
ふ
み
き
り
ま
し
た
。
今
ま
で

の
お
客
様
が
改
装
し
た
調
剤
室
に
関
心
を
示

し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
処
方
箋
を
持
っ

て
き
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
さ

し
く
面
分
業
で
す
。
患
者
様
は
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
多
か
っ
た
の
で
い
す

に
座
っ
て
世
間
話
を
す
る
の
が
楽
し
み
の
よ

う
で
し
た
。

　
在
庫
し
て
い
な
い
薬
が
処
方
さ
れ
る
と
近

所
の
会
営
薬
局
に
小
分
け
を
取
り
に
行
き
ま

す
。
患
者
様
で
あ
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
お
じ

い
ち
ゃ
ん
に
お
店
番
を
頼
ん
で
自
転
車
で
と

り
に
行
く
の
で
す
。
一
人
薬
剤
師
で
し
た
の

で
、
時
に
は
自
動
ド
ア
に
「
10
分
で
戻
り
ま
す
」

と
メ
モ
を
貼
っ
て
取
り
に
行
き
ま
し
た
。
お

店
番
を
よ
く
頼
ん
で
い
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

亡
く
な
る
前
に
病
院
に
会
い
に
行
っ
た
と
き

「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

今
で
も
目
に
焼
き
つ
い
て
い
ま
す
。
心
か
ら
、

当
時
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
達

に
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
　

　
な
ん
で
も
相
談
で
き
て
、
愚
痴
を
こ
ぼ
し

た
り
、
悩
み
を
聞
い
た
り
、
美
と
健
康
と
心

の
カ
ウ
セ
リ
ン
グ
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
が
私

も
年
を
重
ね
て
き
ま
し
た
か
ら
、
人
生
の
ア

ド
バ
イ
ス
的
な
お
話
も
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
今
で
は
年
齢
層
も
幅
広
く
な
り
、

重
い
病
気
を
抱
え
て
い
る
患
者
さ
ん
も
い
ま

す
。
生
ま
れ
た
こ
ろ
か
ら
知
っ
て
い
る
患
者

さ
ん
も
い
ま
す
。
そ
ん
な
患
者
さ
ん
の
お
話

で
す
。

　
彼
女
は
抗
が
ん
剤
を
10
年
近
く
服
用
し
て

い
る
二
人
の
母
親
で
す
。
彼
女
の
お
母
様
は

「
娘
が
治
ら
な
い
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」

と
頭
を
下
げ
て
泣
き
な
が
ら
「
か
わ
っ
て
あ
げ

た
い
」
と
言
い
ま
し
た
。
私
も
息
子
が
い
ま
す

の
で
母
親
の
気
持
ち
は
痛
い
ほ
ど
わ
か
り
ま

す
。
彼
女
も
母
親
に
な
っ
て
病
気
と
闘
い
な

が
ら
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
の
で
す
。
先
日
、

処
方
薬
の
副
作
用
の
話
を
し
た
り
、
娘
さ
ん

の
話
を
聞
い
た
り
し
て
い
ま
し
た
、
突
然
「
私

生
き
て
い
た
い
ん
で
す
」
と
言
い
ま
し
た
。
涙

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
も
涙
ぐ
ん
で
し
ま

い
ま
し
た
。「
彼
女
の
母
親
が
か
わ
っ
て
あ
げ

た
い
と
言
っ
て
い
た
こ
と
、
副
作
用
は
つ
ら
い

け
ど
医
師
と
相
談
し
な
が
ら
皆
で
が
ん
ば
ろ

う
、
病
は
気
か
ら
だ
か
ら
気
持
ち
は
負
け
な
い

で
、
つ
ら
い
と
き
は
連
絡
し
て
ね
」
な
ど
他

に
も
話
し
ま
し
た
が
良
く
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。

で
も
帰
る
と
き
は
娘
さ
ん
の
自
慢
話
を
し
て

い
た
の
で
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。「
先
生
あ
り

が
と
う
、
食
事
の
支
度
を
す
る
ね
」
と
自
転

車
で
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　
私
に
と
っ
て
は
「
街
の
薬
屋
さ
ん
」
が
本

来
の
姿
だ
と
思
い
ま
す
。

　
患
者
様
に「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
た
時
、

薬
剤
師
と
し
て
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

（
東
京
都
　
開
局
　
M
・
T
さ
ん
）

次号は、『患者さんから感謝されたエピソード③』及び『最近の話題』について
本連盟ホームページ「POWER読者アンケート」から、どしどしご意見をお送りください。

（その他のことに対するご意見でも結構です）

http://www.yakuren.jp/

本連盟の活動をいち早く写真と共
にお伝えいたします。Facebook
ページに「いいね」を押して、本連盟
の活動をチェックしよう!

「いいね」を押してね！
facebook

日本
薬剤師
連盟日本薬剤師連盟



「
桃
李
不
言
下
自
成
蹊
」

　
こ
れ
は
、
私
が
9
年
前
薬
局
を
開
業
す

る
時
に
、
尊
敬
す
る
あ
る
医
師
か
ら
頂
い

た
言
葉
で
、
中
国
前
漢
時
代
の
歴
史
家
司

馬
遷
の
著
述『
史
記
』李
将
軍
伝
に
あ
る
一

文
で
す
。

　「
桃
李
は
言
わ
ざ
れ
ど
も
自
ず
か
ら
蹊

（
こ
み
ち
）を
成
す
」と
読
み
、現
代
語
訳
す

る
と
「
桃
や
李
は
口
を
き
い
て
人
を
招
く

こ
と
は
し
な
い
が
、
良
い
花
や
実
が
あ
る

の
で
人
々
が
争
っ
て
来
て
、
結
果
と
し
て

自
然
に
小
道
が
で
き
る
」と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
転
じ
、
人
徳
が
あ
れ
ば
自
然
に

人
は
心
服
す
る
と
い
う
意
味
に
な
り
ま

す
。
徳
の
あ
る
人
は
自
分
か
ら
人
集
め
の

呼
び
込
み
を
す
る
わ
け
で
も
な
く
、
自
ら

を
厳
し
く
律
す
る
こ
と
で
、
そ
の
人
柄
に

惹
か
れ
た
人
々
が
つ
い
て
来
て
、
そ
し
て

結
果
と
し
て
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
る

と
、
人
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
思
い
が
込

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
文
学
的
な
こ
と
に
全
く
と
言
っ
て

い
い
程
興
味
が
な
く
、当
初
、深
い
意
味
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
節

目
の
10
年
を
前
に
、
薬
局
お
よ
び
薬
剤
師

の
姿
勢
を
再
確
認
し
、
見
直
す
よ
う
に
な

り
、こ
の
言
葉
を
ふ
と
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
個
人
的
な
人
の
あ
り
方
の
み
な
ら
ず
、

薬
局
を
含
め
た
企
業
及
び
各
種
団
体
に
も

同
じ
よ
う
な
思
い
は
あ
る
べ
き
で
は
な
い

か
と
、
今
さ
ら
な
が
ら
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
た
っ
た
漢
字
8
文
字
で
す
が
、
私
は
こ

の
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
深
い
意
味
を
一
生

追
い
続
け
よ
う
と
誓
い
ま
し
た
。

�

（
H
・
N
）

●
広
報
委
員

　
　
生
出
泉
太
郎
、安
東
　
哲
也

　
　
大
澤
　
泰
輔
、鳥
海
　
良
寛

　
　
大
原
　
　
整
、櫛
方
　
絢
子

　
　
近
藤
直
緒
美
、根
本
　
陽
充
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　夏休みも終わり9月に入りました。お盆休みで一旦小休止となって
いた延長国会は平和安全法制等の審議が再開され、いよいよ会期末を
睨みながらの緊迫した議論が続くこととなります。
　さて、自民党は来年夏の参議院議員選挙に向けて、8月3日に第一次
の党公認候補39名（比例代表12名、選挙区27名）を公表し、私も比例代
表候補者の一人として指名を受けました。
　選挙への戦いはスタートしたと言っても過言ではないと思います
が、文部科学副大臣の職務にある私は、8月4日、午前の参議院文教科
学委員会に出席した後、日印科学技術協力協定締結30周年記念行事の
第6回日印科学技術国際会議への招待を受け、夕刻の便でインドのデ
リーへ向かいました。インドでは日本政府代表として日印科学技術国
際会議に出席して挨拶したほか、ハルシュ・ヴァルダン科学技術・地球
担当大臣、スムリティ・イラニ人的資源開発大臣、並びに文化省、観光省
担当のマヘシュ・シャルマ閣外大臣それぞれとの会談に臨み、両国の科
学技術協力の発展に向けた今後の取り組みをはじめ、初等中等教育分
野での協力や観光・文化を通じた交流などについて意見を交わしまし
た。またニューデリー日本人学校の視察、デリー在住日本人留学生な
どとの懇談などを終えて、9日早朝に帰国しました。週末の15日には
第62回全国高等学校定時制通信制軟式野球大会の開会式、始球式に臨
み、19日には天候の関係で順延されていた「こうのとり5号」打上のた
め、鹿児島県種子島へと向かいました。
　こうした公務の合間を縫って、全国薬剤師フォーラム2015で講演
させて頂きましたし、沖縄県薬剤師連盟の会合では国政報告も致しま
したが、まだまだ自由に身動きできない状況にあります。来年は、薬剤
師の力を見せつける大切な選挙になると思います。皆様方にはいま暫
くご迷惑をお掛けしますが、薬剤師の先生方のご期待や激励にお応え
できるよう、粉骨砕身努めて参ります。

薬剤師・薬学博士
文部科学副大臣・参議院議員

藤井もとゆき

Report
もとゆき 藤井もとゆき国会レポート

自民党の一次公認決定

全
国
藤
井
も
と
ゆ
き
薬
剤
師
後
援
会
役
員
会
が
開
催
さ
れ
る

～
来
年
夏
に
向
け
て
大
い
に
盛
り
上
が
る
～

　
全
国
藤
井
も
と
ゆ
き
薬
剤
師
後
援
会
の
本
年

度
第
1
回
役
員
会
が
、
平
成
27
年
7
月
30
日

（
木
）
午
後
1
時
30
分
よ
り
、
東
京
・
四
谷
の

主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
会
議
室
で
開
催
さ
れ

た
。
薬
剤
師
後
援
会
の
役
員
会
は
平
成
26
年
11

月
5
日
（
水
）
以
来
2
回
目
と
な
る
。

　
尾
島
副
会
長
の
司
会
に
よ
り
進
行
さ
れ
、
ま

ず
、
山
本
会
長
よ
り
挨
拶
が
な
さ
れ
た
。
山
本

会
長
は
、
連
盟
の
会
長
就
任
時
に
お
約
束
し
た

47
都
道
府
県
そ
ろ
っ
て
藤
井
議
員
の
活
動
を
支

援
し
て
行
く
と
述
べ
、
神
奈
川
県
藤
井
も
と
ゆ

き
薬
剤
師
後
援
会
に
も
参
加
要
請
を
行
い
、
本

日
3
名
の
役
員
に
出
席
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

を
強
調
し
た
。

　
次
に
、
松
本
純
衆
議
院
議
員
及
び
と
か
し
き

な
お
み
衆
議
院
議
員
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
い

た
。
松
本
議
員
は
、
獲
得
票
数
が
組
織
の
力
を

示
す
こ
と
に
な
り
、
す
べ
て
の
投
票
所
で
何
票

獲
得
出
来
た
か
が
通
信
簿
に
な
る
こ
と
を
末
端

ま
で
知
ら
せ
て
ほ
し
い
と
述
べ
、
ま
た
、
と
か

し
き
議
員
は
、
会
員
の
い
る
薬
局
の
前
で
会
員

の
薬
剤
師
の
名
前
で
呼
び
か
け
る
こ
と
が
大
事

で
あ
る
と
強
調
さ
れ
た
。

　
つ
づ
い
て
、
組
織
内
統
一
候
補
で
あ
る
藤
井

基
之
文
部
科
学
副
大
臣
か
ら
挨
拶
が
な
さ
れ

た
。
藤
井
議
員
は
、
来
年
4
月
に
医
療
費
改
定

が
あ
る
が
、
平
成
29
年
度
に
は
消
費
税
引
き
上

げ
に
よ
る
改
定
が
、
ま
た
、
平
成
30
年
に
は
定

期
の
改
定
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
薬
価
の
連
続

改
定
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
。
前
回
は
浪
人
中

で
あ
っ
た
た
め
全
国
を
く
ま
な
く
回
る
こ
と
が

で
き
た
が
、
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
お
集

ま
り
の
役
員
の
皆
さ
ん
の
お
力
を
借
り
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
10
月
以
降
は
役
職
が
な
く
な
る

と
思
う
の
で
、
可
能
な
限
り
多
く
の
集
会
な
ど

に
参
加
し
た
い
。
参
議
院
か
ら
薬
剤
師
議
員
が

消
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
頑
張
る
所
存
で
あ
る

の
で
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
と

締
め
く
く
り
、
岩
本
副
会
長
の
音
頭
に
よ
る

「
も
っ
と 

も
っ
と 

も
と
ゆ
き
」
コ
ー
ル
を
受

け
な
が
ら
、
会
場
を
後
に
さ
れ
た
。

　
活
動
報
告
で
は
、
ま
ず
、
石
井
副
会
長
か
ら

直
近
の
政
治
課
題
と
し
て
、
6
月
30
日
に
閣
議

決
定
さ
れ
た
「
骨
太
の
方
針
2
0
1
5
」
、

「
日
本
再
興
戦
略
改
訂
2
0
1
5
」
及
び
「
規

制
改
革
実
施
計
画
」
の
薬
剤
師
関
連
部
分
が
、

ま
た
、
日
本
薬
剤
師
会
の
平
成
28
年
度
予
算
及

び
税
制
改
正
に
関
す
る
要
望
に
つ
い
て
説
明
さ

れ
た
。
次
に
、
前
回
の
役
員
会
以
後
の
後
援
会

活
動
状
況
が
説
明
さ
れ
た
。

　
つ
づ
い
て
、
日
本
病
院
薬
剤
師
連
盟
の
活
動

状
況
に
つ
い
て
土
屋
副
会
長
か
ら
、
日
本
女
性

薬
剤
師
連
盟
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
近
藤
副
会

長
か
ら
説
明
が
な
さ
れ
た
。

●
後
援
会
活
動
が
本
格
化

　
岩
本
副
会
長
か
ら
今
後
の
後
援
会
活
動
の
タ

イ
ム
テ
ー
ブ
ル
を
示
し
な
が
ら
、
後
援
会
入
会

活
動
、
全
国
訪
問
活
動
、
薬
剤
師
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
開
催
、
組
織
強
化
の
た
め
の
全
国
担
当
者
会

議
の
開
催
、
日
薬
連
盟
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の
開

催
及
び
決
起
集
会
の
開
催
、
日
薬
学
術
大
会
に

お
け
る
ブ
ー
ス
の
設
置
、
政
党
ポ
ス
タ
ー
の
作

成
と
活
用
等
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。
特
に
、

20
万
超
を
実
現
す
る
た
め
60
万
名
の
後
援
会
名

簿
を
集
め
る
こ
と
と
し
、
都
道
府
県
毎
に
示
し

て
い
る
目
標
数
の
達
成
に
向
け
て
努
力
願
い
た

い
と
訴
え
た
。

　
次
に
、
石
井
副
会
長
か
ら
、
推
薦
依
頼
候
補

団
体
一
覧
表
が
示
さ
れ
、
自
民
党
選
挙
対
策
本

部
の
公
認
が
8
月
初
旬
に
得
ら
れ
る
の
を
待
っ

て
、
推
薦
依
頼
文
書
を
持
参
し
正
式
に
支
援
団

体
と
な
っ
て
も
ら
う
よ
う
依
頼
す
る
こ
と
が
説

明
さ
れ
た
。
ま
た
、
既
に
推
薦
が
得
ら
れ
て
い

る
日
本
薬
業
政
治
連
盟
の
推
薦
状
の
写
し
と
同

連
盟
の
都
道
府
県
支
部
一
覧
が
示
さ
れ
、
都
道

府
県
に
お
い
て
も
支
部
と
連
携
す
る
よ
う
要
請

さ
れ
、
都
道
府
県
に
支
部
が
あ
る
他
の
団
体
に

つ
い
て
も
同
様
に
支
部
の
一
覧
を
入
手
し
、
情

報
提
供
を
行
い
た
い
と
述
べ
た
。

　
更
に
、
本
年
度
の
日
薬
連
盟
の
ブ
ロ
ッ
ク
協

議
会
の
議
題
等
が
説
明
さ
れ
、
協
議
会
後
に
決

起
集
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

要
請
し
た
。

　
そ
の
後
、
質
疑
応
答
と
な
り
、
活
動
助
成
金

の
交
付
に
関
す
る
質
問
に
対
し
て
、
萩
野
副
会

長
よ
り
、
年
末
ま
で
に
2
回
に
分
け
て
交
付
す

る
予
定
で
あ
る
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
た
。

　
生
出
副
会
長
の
閉
会
挨
拶
の
後
、
浜
田
常
任

幹
事
の
音
頭
に
よ
る
「
頑
張
る
ぞ
」
コ
ー
ル
で

散
会
と
な
っ
た
。

　
参
加
者
全
員
が
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で
あ
る
緑

の
ベ
ス
ト
を
着
用
し
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た

役
員
会
で
あ
っ
た
。


